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法学研究65巻11号（’92：11）

特
別
記
事

石
井
貫
太
郎
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
石
井
貫
太
郎
君
が
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
学
位
を
請
求
す
る
た

め
に
提
出
し
た
論
文
「
現
代
国
際
政
治
理
論
の
一
研
究
」
の
構
成
は
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
国
際
政
治
と
国
際
政
治
理
論
－
科
学
的
国
際
政
治
理
論
の
体
系

　
　
　
　
化
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
考
察

　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
二
、
国
際
政
治
理
論
の
研
究
方
法

　
　
三
、
戦
後
国
際
政
治
を
め
ぐ
る
諸
理
論
の
発
展

　
　
四
．
本
論
文
の
構
成
と
内
容
概
説

第
一
部
　
巨
視
国
際
政
治
理
論

　
第
一
章
　
新
現
実
主
義
の
国
際
政
治
理
論
ー
勢
力
均
衡
論
か
ら
覇
権
安

　
　
　
　
　
定
論
へ

　
　
一
、
問
題
の
所
在

　
　
二
、
現
実
主
義
の
発
展
と
衰
退

　
　
三
、
新
現
実
主
義
の
登
場
と
現
状

　
　
四
、
結
論

第
二
章

　
一
、

　
二
、

　
三
、

　
四
、

第
三
章

　第　　　　　　　第
第三　　　　　　第二
五部六五四三二一四部四三二一よ　　　　　 う　　 め　　 ヤ　　つ　　 ヤ　　 カ　ホ　　　　　 ヘ　　ヘ　　ち　　 う

早　　　　　　　　　　 早
　
新
理
想
主
義
の
国
際
政
治
理
論
－
国
際
統
合
理
論
か
ら
相
互

　
依
存
論
へ

問
題
の
所
在

国
際
統
合
理
論
の
発
展
と
衰
退

新
理
想
主
義
の
登
場
と
現
状

結
論

　
新
マ
ル
ク
ス
主
義
の
国
際
政
治
理
論
i
従
属
論
か
ら
世
界
シ

　
ス
テ
ム
論
へ

間
題
の
所
在

従
属
論
の
発
展
と
衰
退

新
マ
ル
ク
ス
主
義
の
登
場
と
現
状

結
論

微
視
国
際
政
治
理
論

　
対
外
政
策
決
定
理
論
ー
政
策
決
定
過
程
に
関
す
る
モ
デ
ル
群

問
題
の
所
在

国
家
間
政
治
を
め
ぐ
る
諸
理
論

国
家
体
系
を
め
ぐ
る
諸
理
論

政
策
決
定
老
を
め
ぐ
る
諸
理
論

巨
視
理
論
と
の
関
連
性

結
論

国
際
政
治
理
論
の
新
展
開

　
地
域
主
義
に
お
け
る
対
外
共
同
行
動
の
分
析
ー
政
治
的
相
互

　
依
存
論
構
築
へ
の
試
論
（
1
）
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特別記事

　
　
一
、
問
題
の
所
在

　
　
二
、
分
析
的
枠
組

　
　
三
、
実
証

　
　
四
、
結
論

第
六
章
　
国
際
強
調
を
め
ぐ
る
分
析
視
角
ー
政
治
的
相
互
依
存
論
構
築

　
　
　
　
　
へ
の
試
論
（
2
）

　
　
一
、
問
題
の
所
在

　
　
二
、
分
析
的
枠
組

　
　
三
、
実
証

　
　
四
、
結
論

　
第
七
章
　
国
際
体
系
の
構
造
変
動
と
国
際
政
治
理
論
の
新
展
開
ー
脱
冷

　
　
　
　
　
戦
時
代
の
国
際
政
治
学
的
課
題

　
　
一
、
問
題
の
所
在

　
　
二
、
脱
冷
戦
シ
ス
テ
ム
の
基
軸
と
国
際
政
治
理
論

　
　
三
、
結
論

　
終
章
国
際
政
治
研
究
の
課
題
と
国
際
政
治
理
論
－
現
代
国
際
政
治

　
　
　
　
　
理
論
の
課
題

　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
二
、
国
際
政
治
研
究
の
課
題

　
　
三
、
本
稿
の
評
価

な
お
、
副
論
文
と
し
て
「
脱
冷
戦
時
代
の
到
来
と
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
ー

研
究
方
法
論
的
考
察
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
．

（
一
）
　
本
論
文
の
目
的
と
主
題

　
国
際
政
治
理
論
は
、
自
然
科
学
理
論
や
経
済
学
理
論
と
大
き
く
異
な
り
、

対
象
領
域
が
地
球
規
模
で
あ
り
広
領
域
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
、
国
際
政
治

事
象
そ
の
も
の
が
数
量
化
さ
れ
難
い
こ
と
、
対
象
そ
の
も
の
が
か
け
が
え

の
な
い
国
際
社
会
で
あ
る
た
め
安
易
な
社
会
実
験
に
耐
え
な
い
こ
と
、
そ

の
た
め
繰
り
返
し
観
測
に
よ
る
客
観
モ
デ
ル
が
作
り
難
い
こ
と
な
ど
、
理

論
化
に
当
た
っ
て
多
く
の
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

従
来
、
国
際
政
治
事
象
の
説
明
に
は
、
理
論
的
説
明
よ
り
は
、
つ
ぶ
さ
に

事
象
を
記
述
す
る
ア
プ
・
i
チ
や
歴
史
分
析
の
中
か
ら
一
定
の
モ
デ
ル
・

パ
タ
ー
ン
を
摘
出
す
る
手
法
が
主
に
と
ら
れ
て
来
た
．

　
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
国
際
シ
ス
テ
ム
は
、
米
ソ
ニ
極
体

制
下
で
の
冷
戦
の
進
行
、
E
C
な
ど
の
地
域
統
合
の
動
き
、
核
抑
止
の
問

題
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
量
の
拡
大
な
ど
、
マ
ク
・
な
視
点
か

ら
捉
え
易
い
「
構
造
」
を
示
し
始
め
て
来
た
．
加
え
て
，
国
家
の
外
交
戦

略
そ
の
も
の
が
、
国
際
秩
序
構
造
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
で
左
右
さ
れ

る
よ
う
に
も
な
っ
た
．
こ
の
よ
う
な
国
際
政
治
事
象
の
大
き
な
変
化
は
、

T
・
ク
ー
ン
の
言
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
学
界
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
、
新
し
い
理
論
構
築
の
動
き
を
促
進
し
、
今
日
の
よ
う
な
国

際
政
治
理
論
の
隆
盛
を
見
た
．
と
こ
ろ
が
、
現
在
、
国
際
シ
ス
テ
ム
は
ポ

ス
ト
冷
戦
時
代
に
入
り
、
新
し
い
構
造
に
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
．
し

か
し
、
そ
の
構
造
は
い
ま
だ
明
確
に
は
見
え
て
こ
な
い
．
た
だ
、
は
っ
き

り
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
政
治
事
象
の
構
造
を
前
提
と
し
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て
い
た
国
際
政
治
理
論
は
大
き
な
変
革
を
迎
え
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
本
学
位
申
請
論
文
は
．
以
上
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
ぎ
．
こ
れ
ま
で
の

理
論
の
変
遷
を
「
論
理
的
な
継
続
性
」
と
「
国
際
政
治
事
象
の
認
識
論
の

断
絶
性
」
を
中
心
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
理
論
の
萌
芽
を
「
メ

タ
理
論
」
的
に
見
出
そ
う
と
す
る
野
心
的
な
論
文
で
あ
る
。

　
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
国
際
政
治
学
の
マ
ク
ロ
理
論
を
構
成
す
る
三

つ
の
理
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
す
な
わ
ち
現
実
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
理
想
主
義

パ
ラ
ダ
イ
ム
、
マ
ル
ク
ス
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
取
り
上
げ
、
国
際
政
治
事

象
の
変
化
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
内
の
理
論
が
ど
の
よ
う

に
論
理
実
証
的
変
貌
を
遂
げ
て
行
っ
た
か
を
ま
ず
丁
寧
に
分
析
す
る
．
分

析
に
当
た
っ
て
は
、
ほ
ぼ
完
壁
と
い
え
る
ほ
ど
内
外
の
学
説
を
渉
猟
し
、

レ
ベ
ル
の
高
い
メ
タ
議
論
を
展
開
す
る
。
続
い
て
、
国
際
政
治
学
の
微
視

（
ミ
ク
ロ
）
理
論
と
い
わ
れ
て
い
る
対
外
政
策
決
定
論
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
中
か
ら
国
家
間
政
治
モ
デ
ル
、
国
家
体
系
モ
デ
ル
、
政
策
決
定
者
モ

デ
ル
の
三
つ
の
モ
デ
ル
を
摘
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
の
特
徴
と
相
互

の
論
理
的
連
関
性
を
分
析
す
る
。
こ
こ
で
の
目
的
は
、
実
は
ミ
ク
ロ
理
論

も
マ
ク
官
理
論
と
同
じ
よ
う
な
認
識
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
内
在
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
．
さ
ら
に
、
ミ
ク
ロ

理
論
と
マ
ク
・
理
論
の
交
錯
す
る
領
域
に
つ
い
て
二
つ
の
実
証
分
析
を
行

な
い
こ
れ
ま
で
の
メ
タ
議
論
を
補
足
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ま
で

の
議
論
を
ま
と
め
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
新
し
い
国
際
政
治
理
論
の
方
向
を

定
め
る
。
以
下
、
各
章
ご
と
に
概
説
し
論
評
を
加
え
た
い
。

（
二
）
　
本
論
文
の
内
容
と
論
評

　
第
一
章
で
は
、
マ
ク
ロ
国
際
政
治
理
論
の
原
点
と
し
て
の
勢
力
均
衡
論

が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
達
の
覇
権
安
定
論
に

変
貌
し
て
行
っ
た
か
を
、
H
・
ブ
ル
、
A
・
オ
ー
ガ
ン
ス
キ
ー
、
R
・
ギ

ル
ピ
ン
、
G
・
モ
デ
ル
ス
キ
ー
の
考
え
を
中
心
に
吟
味
し
て
い
る
．
著
者

は
、
ブ
ル
が
「
国
際
関
係
に
於
け
る
秩
序
と
い
う
す
ぐ
れ
て
規
範
的
な
問

題
に
取
り
組
み
、
よ
り
上
位
の
中
央
権
力
が
不
在
の
無
政
府
状
態
で
あ
っ

て
も
国
際
秩
序
は
存
在
す
る
」
と
述
べ
た
点
を
一
応
評
価
し
て
い
る
が
、

結
局
、
ブ
ル
の
勢
力
均
衡
論
は
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
に
留
ま
り
、
第
二

次
世
界
大
戦
以
降
の
米
ソ
の
覇
権
体
制
下
で
の
力
の
分
布
変
化
に
よ
る
国

際
秩
序
の
動
態
を
説
明
で
き
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
、
国
家

能
力
の
変
化
に
応
じ
て
変
化
す
る
力
の
分
布
で
の
均
衡
を
勢
力
均
衡
だ
と

す
る
、
よ
り
現
実
的
な
オ
ー
ガ
ン
ス
キ
ー
流
の
勢
力
均
衡
論
に
と
っ
て
代

わ
ら
れ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
オ
1
ガ
ン
ス
キ
ー
の
国

家
能
力
変
化
説
が
、
実
は
ギ
ル
ピ
ソ
や
モ
デ
ル
ス
キ
ー
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
、

あ
る
い
は
長
波
サ
イ
ク
ル
論
を
導
い
た
の
だ
と
も
主
張
し
て
い
る
。

　
元
来
、
ギ
ル
ピ
γ
や
モ
デ
ル
ス
キ
ー
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
は
、
本
論
文
の

第
三
章
で
述
べ
る
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
見

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
著
者
は
、
オ
ー
ガ
ン
ス
キ
ー
を
経
由
す
る
こ
と

で
、
彼
ら
を
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
と
見
な
し
て
い
る
点
が
ユ
ニ
ー
ク
で
か

つ
新
鮮
で
あ
る
。

　
第
二
章
は
、
E
・
ハ
ー
ス
や
K
・
ド
イ
ッ
チ
等
の
国
際
統
合
論
が
、
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R
・
ク
ー
パ
ー
、
R
・
コ
ヘ
イ
ソ
、
」
・
ナ
イ
達
の
複
合
相
互
依
存
論
や

レ
ジ
ー
ム
論
へ
ど
の
よ
う
な
過
程
で
論
理
実
証
的
に
変
化
し
て
行
っ
た
か

に
焦
点
を
当
て
解
明
し
て
い
る
．
ま
ず
、
著
者
は
、
な
ぜ
新
機
能
主
義
的

な
国
際
統
合
論
が
登
場
し
て
ぎ
た
か
三
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
．
す
な

わ
ち
、
第
一
の
理
由
は
、
E
C
統
合
や
地
域
統
合
な
ど
の
新
し
い
国
際
政

治
の
動
ぎ
が
現
わ
れ
た
こ
と
。
第
二
の
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
の
武
力
中
心

の
現
実
主
義
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
協
調
の
論
理
が
求
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
．
第
三
の
理
由
は
、
戦
前
か
ら
あ
っ
た
カ
ン
ト
的
な
理
想
主

義
の
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
．
こ
の
国
際
統
合
論
と
国
際
経
済
学
的

研
究
と
が
結
合
し
て
新
理
想
主
義
的
な
複
合
相
互
依
存
論
が
登
場
し
、
さ

ら
に
そ
れ
を
制
度
的
に
支
え
る
も
の
と
し
て
の
レ
ジ
ー
ム
論
が
登
場
し
た

の
だ
と
す
る
著
者
の
主
張
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
著
者
は
大
変
興
味
あ
る
大
胆
な
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
．

そ
れ
は
、
相
互
依
存
関
係
で
は
、
軍
事
的
課
題
は
国
家
の
最
高
課
題
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
課
題
が
非
階
層
的
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
ア
ジ
ェ

ン
ダ
を
操
作
し
た
り
，
他
国
と
政
策
的
な
連
携
戦
略
を
求
め
た
り
す
る
政

策
決
定
問
題
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、
レ
ジ
ー
ム
に
付
与
す
る
国
際
公
共

財
の
分
担
の
問
題
も
出
て
来
る
。
し
か
し
、
政
策
決
定
問
題
は
、
従
来
、

国
際
政
治
理
論
内
で
は
ミ
ク
ロ
理
論
の
範
疇
に
入
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
．

し
た
が
っ
て
、
結
局
、
相
互
依
存
的
政
策
問
題
を
追
求
す
れ
ば
マ
ク
ロ
理

論
と
ミ
ク
・
論
の
交
錯
点
が
見
え
、
そ
こ
に
新
し
い
理
論
の
可
能
性
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
．
こ
う
著
者
は
述
べ
て
い
る
．
大
変
独
創
的
な
新
説
の

提
示
が
こ
こ
で
な
さ
れ
て
い
る
．
な
お
、
こ
の
点
は
第
四
章
で
も
詳
し
く

議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
は
、
国
際
政
治
理
論
に
内
在
す
る
マ
ル
ク
ス
経
済
学
的
世
界
観

を
マ
ル
ク
ス
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
み
な
し
．
そ
の
範
疇
に
入
る
A
・
フ
ラ

ン
ク
、
F
・
ス
ン
ケ
ル
、
F
・
カ
ル
ド
ー
ゾ
な
ど
の
従
属
論
が
ど
の
よ
う

な
過
程
で
ー
・
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
や
C
・
チ
ェ
ス
・
ダ
ン
な
ど
の
世
界

シ
ス
テ
ム
論
へ
変
貌
を
遂
げ
た
か
を
分
析
し
て
い
る
．

　
こ
れ
ま
で
の
国
際
政
治
理
論
は
大
国
を
中
心
と
し
た
理
論
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
南
北
問
題
の
進
展

や
累
積
債
務
問
題
が
噴
出
し
、
非
対
称
的
な
近
代
化
論
、
階
級
闘
争
論
な

ど
に
論
拠
を
置
く
従
属
論
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
研
究
者
を
中
心
に
起
こ

っ
て
来
た
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ク
に
ょ
れ
ぽ
、
南
米
は
先
進
メ
ト
ロ
ポ

リ
ス
に
搾
取
さ
れ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
で
あ
り
・
こ
れ
か
ら
脱
出
す
る
に
は
階

級
闘
争
し
か
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
最
近
の
N
I
E
S
諸
国
の
目
ざ
ま

し
い
発
展
は
、
こ
の
よ
う
な
従
属
論
の
前
提
を
覆
し
て
し
ま
い
、
そ
の
事

が
逆
に
新
し
い
理
論
を
呼
び
起
こ
し
た
の
だ
と
著
者
は
主
張
し
て
い
る
。

そ
れ
が
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
流
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
で
あ
る
．
た
だ
、
彼

ら
も
フ
ラ
ン
ク
流
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
・
サ
テ
ラ
イ
ト
説
を
捨
て
去
れ
ず
、

世
界
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
国
家
群
を
中
心
国
と
搾
取
さ
れ
る
準
周
辺
国

と
周
辺
国
の
三
層
構
造
と
し
、
理
論
の
継
続
性
を
維
持
し
た
．
こ
う
著
者

は
述
べ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
少
し
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
お
き
た
い
．
新
マ
ル
ク
ス
主
義
パ
ラ

ダ
イ
ム
で
は
、
中
心
国
の
う
ち
突
出
し
た
国
が
覇
権
国
に
な
る
と
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
第
一
章
で
述
べ
た
モ
デ
ル
ス
キ
ー
な
ど
の
覇
権
論
そ
の
も
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の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
本
章
で
は
明
示
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
の
サ
イ
ク
ル
説
を
補
強
す
る
N
・
ブ
ス
ケ
の

技
術
革
新
説
や
赤
松
要
の
雁
行
形
態
論
な
ど
も
明
示
的
に
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
を
加
え
れ
ば
本
章
の
議
論
は
も
っ
と
説
得
的
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
第
四
章
は
、
国
際
政
治
理
論
の
ミ
ク
ロ
理
論
と
い
わ
れ
て
い
る
対
外
政

策
決
定
理
論
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
中
に
潜
む
異
な
っ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
の

摘
出
を
目
的
と
し
て
い
る
。
著
者
は
、
ま
ず
R
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
達
の
刺

激
・
反
応
型
政
策
決
定
モ
デ
ル
を
国
家
間
政
治
モ
デ
ル
と
呼
び
、
R
・
ア

リ
ソ
ン
や
J
・
ス
タ
イ
ン
ブ
ル
ー
ナ
ー
な
ど
の
国
内
の
セ
ク
タ
ー
に
着
目

し
た
政
策
決
定
モ
デ
ル
を
国
家
体
系
モ
デ
ル
と
名
づ
け
、
R
・
ジ
ャ
ー
ピ

ス
や
R
・
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
達
の
認
知
心
理
学
的
モ
デ
ル
を
政
策
決
定
者

モ
デ
ル
と
称
し
、
対
外
政
策
決
定
理
論
を
三
つ
の
類
型
に
分
類
し
て
い
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
が
第
一
部
で
述
ぺ
た
マ
ク
ロ
理
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
重
な
っ

て
い
る
点
を
指
摘
し
．
ミ
ク
ロ
理
論
と
マ
ク
ロ
理
論
の
接
点
を
探
索
し
て

い
る
。
こ
の
辺
の
議
論
は
示
唆
的
で
あ
り
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
国
内
政
治
と
対
外
政
策
の
連
結
に
着
目
し
た
J
・
ロ

ー
ズ
ノ
ー
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
戦
略
や
浸
透
体
系
概
念
も
、
基
本
的
に
は
国
家

間
政
治
モ
デ
ル
で
あ
る
ス
ナ
イ
ダ
ー
・
モ
デ
ル
の
一
類
型
で
あ
る
が
、
噌

方
で
、
こ
れ
ら
の
概
念
が
次
の
国
家
体
系
モ
デ
ル
の
登
場
を
促
し
た
の
は

間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
著
者
は
、
国
家
体
系
モ
デ
ル
に
属
す
る
R
・
ス
タ

イ
ン
ブ
ル
ー
ナ
ー
や
K
・
ド
イ
ッ
チ
等
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
モ
デ
ル

も
第
三
の
政
策
決
定
者
モ
デ
ル
の
萌
芽
と
な
っ
た
と
、
モ
デ
ル
相
互
の
動

態
的
継
続
性
に
つ
い
て
鋭
い
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
以
上
三
つ
の
対
外
政
策
決
定
理
論
モ
デ
ル
を
類
型
化
し
た
の
ち
、

著
者
は
本
章
の
後
段
で
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
マ
ク
ロ
理
論
も
ミ
ク
ロ
理
論
も
対
象
と
す
る
の
は
同
じ
国
際

政
治
事
象
で
あ
る
か
ら
、
ど
こ
か
で
こ
の
二
つ
の
理
論
は
連
結
さ
れ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
．
ま
ず
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
、
わ
れ
わ
れ
の

対
象
は
主
権
国
家
の
行
動
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
マ
ク
ロ
で
は
勢
力
均
衡

論
、
統
合
論
な
ど
が
登
場
し
．
ミ
ク
ロ
で
は
主
権
国
家
間
の
政
治
を
中
心

と
し
た
政
策
決
定
論
が
登
場
し
た
。
つ
ぎ
に
、
七
〇
年
代
に
か
け
て
冷
戦

の
緊
張
が
緩
和
し
代
わ
っ
て
経
済
的
問
題
が
主
要
に
な
っ
た
た
め
、
マ
ク

ロ
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
新
理
想
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
現
れ
、

ミ
ク
ロ
で
は
経
済
問
題
を
国
内
レ
ベ
ル
か
ら
見
る
国
家
体
系
モ
デ
ル
が
登

場
し
て
来
た
。
そ
し
て
、
八
○
年
代
に
入
る
と
米
ソ
覇
権
国
の
凋
落
が
明

ら
か
に
な
っ
た
が
た
め
覇
権
を
支
え
て
い
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
崩
れ
、
マ

ク
ロ
で
は
従
属
論
を
修
正
し
た
世
界
シ
ス
テ
ム
論
が
登
場
し
、
ミ
ク
ロ
で

は
、
逆
に
、
政
策
決
定
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
吟
味
す
る
認
知
心
理
学
的

な
政
策
決
定
者
モ
デ
ル
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
著
者
の
こ
の
議
論
は
、

大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
面
白
い
。

　
第
五
章
で
は
、
こ
の
マ
ク
ロ
／
ミ
ク
ロ
連
結
論
を
受
け
、
マ
ク
ロ
理
論

と
ミ
ク
ロ
理
論
の
交
錯
す
る
場
に
新
し
い
理
論
の
可
能
性
を
探
索
す
る
た

め
の
実
証
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
ア
セ
ア
ン
）
を
「
国
際
的
な
社
会
組
織
』
と
み
な
し
、
こ
れ
に
経
済

学
者
A
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ソ
の
「
退
出
・
発
言
・
忠
誠
論
」
に
依
拠
し
た
仮
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説
モ
デ
ル
を
立
て
、
そ
れ
に
ア
セ
ア
ソ
地
域
主
義
の
対
外
共
同
行
動
を
当

て
は
め
、
そ
こ
か
ら
理
論
的
イ
ソ
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
出
し
て
い
る
。

ア
セ
ア
ン
を
地
域
主
義
的
な
社
会
組
織
で
あ
る
と
す
る
著
者
の
指
摘
は
新

鮮
で
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
．

　
さ
て
、
本
章
の
つ
ぶ
さ
な
実
証
分
析
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
マ
ク
ロ
理
論
の
一
つ
で

あ
る
相
互
依
存
論
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
経
済
的
な
福
祉
増
大
の
た
め
相
互

依
存
行
動
を
採
っ
た
リ
レ
ジ
ー
ム
を
作
る
と
さ
れ
る
．
し
か
し
，
こ
と
ア

セ
ア
ン
に
関
す
る
限
り
、
域
内
の
経
済
的
相
互
依
存
の
深
度
は
浅
く
、
む

し
ろ
大
国
と
の
政
治
的
交
渉
力
を
高
め
る
た
め
に
域
内
の
政
治
依
存
関
係

を
深
化
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
種
の
地
域
主
義
的
国
際
機
構
の
行

動
は
、
マ
ク
ロ
理
論
で
は
ま
っ
た
く
説
明
が
つ
か
ず
、
第
四
章
で
述
べ
た

ミ
ク
・
理
論
の
国
家
間
モ
デ
ル
を
援
用
し
な
け
れ
ば
説
明
が
困
難
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ミ
ク
ロ
な
国
家
の
対
外
政
策
決
定

が
、
マ
ク
・
な
国
際
環
境
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
調
整
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
、
国
際
政
治
理
論
上
か
ら
見
て
も
新
し
い
知
見
で
あ
る
。

　
第
六
章
は
、
経
済
協
力
を
非
対
称
的
国
際
協
調
行
動
と
み
な
し
、
国
際

協
調
に
関
す
る
仮
説
モ
デ
ル
を
立
て
、
我
国
の
O
D
A
援
助
に
つ
い
て
実

証
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
も
と
よ
り
本
章
の
目
的
は
単
な
る

実
証
分
析
で
は
な
く
、
第
五
章
と
同
じ
よ
う
に
、
実
証
か
ら
理
論
へ
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
相
互
依
存
関
係
に
は
民
族
や
地
理
的
親
近
性
に
よ
る
構
造

的
な
相
互
依
存
、
G
7
な
ど
の
手
段
の
相
互
依
存
、
政
策
目
標
の
相
互
依

存
な
ど
の
類
型
が
存
在
す
る
．
そ
の
中
で
も
、
著
者
は
、
国
際
協
調
は
特

に
手
段
と
政
策
目
標
の
相
互
依
存
で
支
え
ら
れ
て
い
る
政
策
行
使
の
一
つ

で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
国
際
協
調
行
動
様
式
に
つ
い
て
、

第
五
章
で
行
な
っ
た
よ
う
な
仮
説
モ
デ
ル
を
立
て
、
わ
が
国
の
O
D
A
援

助
を
当
て
は
め
た
．
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
．

　
経
済
協
力
は
「
非
対
称
的
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
各
国
が
、
一
方
あ

る
い
は
双
方
の
経
済
発
展
を
目
的
と
し
て
行
な
う
国
際
協
調
行
動
で
あ

る
」
が
、
わ
が
国
の
経
済
協
力
を
つ
ぶ
さ
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
「
先
進

国
が
他
地
域
に
対
す
る
政
治
的
影
響
力
や
経
済
活
動
の
浸
透
性
増
大
な
ど

に
ょ
っ
て
得
ら
れ
る
自
国
利
益
の
拡
大
と
い
う
ミ
ク
ロ
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
に
、
世
界
規
模
に
お
け
る
非
対
称
的
な
い
し
は
不
平
等
な
国
際
関

係
を
是
正
す
る
と
い
う
マ
ク
ロ
な
政
策
を
遂
行
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
マ
ク
ロ
な
国
際
政
治
理
論
に
重
大
な
影
響
を
も
た

ら
す
発
見
で
あ
る
．
な
ぜ
な
ら
、
従
属
論
や
新
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
、
非

対
称
な
国
際
関
係
は
マ
ク
ロ
な
政
治
で
解
消
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
お

り
、
相
互
依
存
論
で
も
対
称
的
な
マ
ク
ロ
経
済
依
存
関
係
は
マ
ク
ロ
な
レ

ジ
ー
ム
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
本
章
の
分
析
結
果
は
、
新
マ
ル
ク
ス
主
義
や
新
理
想
主
義

の
理
論
が
ミ
ク
ロ
な
政
策
決
定
理
論
と
ペ
ア
で
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
妥
当

性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
れ
は
逆
に
、
そ
こ
に
新
し

い
理
論
の
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
辺
の
著
者

の
論
理
展
開
は
い
さ
さ
か
難
解
で
あ
る
が
、
第
五
章
の
議
論
と
比
較
す
れ
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ば
そ
の
難
解
さ
も
薄
ま
る
。

　
第
七
章
で
は
、
前
章
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
．
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
新

し
い
国
際
政
治
理
論
の
方
向
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
案
を
行
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
本
章
で
は
、
ま
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
登
場
し
た
マ
ク
ロ

理
論
と
ミ
ク
ロ
理
論
の
発
展
が
国
際
政
治
事
象
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
事
を
簡
潔
か
つ
要
領
よ
く
ま
と
め
、
次
に
、
ポ
ス
ト
冷
戦
と
い
う

国
際
政
治
事
象
の
大
変
化
が
招
来
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
さ
ら
な
る

理
論
進
化
が
今
後
発
生
す
る
と
予
想
し
、
そ
の
進
化
の
方
向
に
つ
い
て
興

味
あ
る
ロ
ジ
ッ
ク
を
展
開
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
著
者
は
、
三
つ
の
ミ
ク
ロ
理
論
モ
デ
ル
（
国
家
間
政
治
モ

デ
ル
、
国
家
体
系
モ
デ
ル
、
政
策
決
定
者
モ
デ
ル
）
と
三
つ
の
マ
ク
・
理

論
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
現
実
／
新
現
実
主
義
、
理
想
／
新
理
想
主
義
、
マ
ル
ク

ス
／
新
マ
ル
ク
ス
主
義
）
を
対
置
さ
せ
、
合
計
十
八
本
の
交
叉
経
路
を
描

き
、
こ
の
交
叉
経
路
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
実
証
分
析
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ

て
新
た
な
理
論
構
築
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
．
こ
の
ロ
ジ

ッ
ク
か
ら
言
え
ば
、
第
五
章
お
よ
び
第
六
章
の
実
証
分
析
は
わ
ず
か
五
つ

の
交
叉
経
路
に
関
し
て
行
な
わ
れ
た
だ
け
で
あ
る
と
、
本
論
文
の
限
界
を

謙
虚
に
認
め
て
い
る
が
．
提
出
さ
れ
て
い
る
副
論
文
は
、
そ
の
交
叉
経
路

の
不
足
の
凶
部
を
う
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
　
成
果
と
今
後
の
課
題

　
本
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
膨
大
な
量
に
の
ぽ
る
国

際
政
治
理
論
を
理
路
整
然
と
類
型
化
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
類
型
化
は
後
に
続
く
研
究
者
に
と
っ
て
は
羅
針
盤
、
あ
る
い
は
燈
台

の
よ
う
な
役
目
を
果
し
、
ま
こ
と
に
有
用
で
あ
る
．
し
か
も
、
第
二
に
、

こ
の
類
型
化
は
極
め
て
「
動
態
的
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
相
互
の

論
理
的
な
流
れ
が
一
目
了
然
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、

理
論
間
の
「
認
識
論
的
断
絶
性
」
も
明
確
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
総
じ
て

国
際
政
治
理
論
全
般
に
渡
っ
て
の
網
羅
的
な
「
系
統
図
」
の
構
築
に
成
功

し
て
い
る
。
こ
れ
は
内
外
の
研
究
者
が
未
だ
果
た
し
え
な
か
っ
た
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
。
第
三
の
成
果
と
し
て
は
、
従
来
、
独
立
な
も
の
と
し
て
見
ら

れ
て
い
た
マ
ク
ロ
国
際
政
冶
理
論
と
ミ
ク
ロ
国
際
政
治
理
論
の
連
結
性
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
第
四
の
成

果
と
し
て
は
、
こ
の
第
三
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
新
理
論
の
発
生
可
能
性
を

明
確
に
予
測
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
過
去
に

物
理
学
に
お
い
て
素
粒
子
の
発
見
に
理
論
が
先
行
し
た
こ
と
を
彷
彿
さ
せ
、

感
銘
深
い
も
の
が
あ
る
。
最
後
に
、
本
論
文
が
国
際
政
治
理
論
の
「
メ
タ

理
論
」
構
築
の
可
能
性
を
示
し
た
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
際
政
治

理
論
の
一
つ
一
つ
を
追
求
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
大
切
だ
が
、
国
際
政
治
事

象
の
大
変
革
に
よ
っ
て
理
論
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
今
日
、
理
論
を
理
論

と
し
て
で
は
な
く
、
分
析
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
る
本
研
究
の
よ
う
な
メ

タ
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
れ
か
ら
も
有
用
で
あ
ろ
う
．

　
本
論
文
は
こ
の
よ
う
に
多
く
の
研
究
成
果
に
支
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、

同
時
に
問
題
も
な
い
わ
け
て
は
な
い
．
第
一
に
、
著
者
も
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
本
研
究
の
対
象
と
し
た
国
際
政
治
学
理
論
は
殆
ど
記
述
モ
デ
ル
で

あ
り
、
数
理
モ
デ
ル
の
考
察
が
弱
い
。
論
文
の
中
で
、
著
者
は
数
理
モ
デ
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ル
を
扱
わ
な
い
理
由
を
述
べ
て
い
る
が
．
そ
の
論
拠
は
薄
弱
で
あ
る
。
第

二
に
、
巨
視
国
際
政
治
理
論
の
う
ち
、
新
理
想
主
義
と
い
う
表
現
は
、
わ

が
国
の
学
界
に
お
い
て
定
着
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
も
う
少
し
説
明

を
必
要
と
す
る
。
第
三
に
、
第
五
章
と
第
六
章
の
実
証
分
析
は
デ
ー
タ
の

密
度
及
び
モ
デ
ル
の
精
緻
さ
の
点
か
ら
言
っ
て
や
や
荒
い
．
ま
た
、
他
章

と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
論
考
が
い
ま
一
つ
希
薄
で
あ
る
。
第
四
に
、

第
七
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
八
の
新
理
論
の
可
能
性
チ
ェ
ッ

ク
の
う
ち
、
本
研
究
が
行
な
っ
た
の
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
以
上
の

よ
う
な
問
題
が
残
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
は
著
老
の
今
後
の
研
究
に

よ
っ
て
解
決
が
つ
く
も
の
で
あ
り
、
本
研
究
の
意
義
を
減
ず
る
も
の
で
は

な
い
。

副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

P
h
。
D

　
　
　
　
　
薬
師
寺
泰
蔵

（
政
治
学
）

（
四
）
　
総
合
評
価

特別記事

　
石
井
貫
太
郎
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
現
代
国
際
政
治
理
論
の

一
研
究
」
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
今
後
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
い
く
つ
か
の
課
題
を
残
し
て
は
い
る
が
、
ま
こ
と
に
斬
新
か
つ
先
見

性
の
高
い
ア
イ
デ
ア
が
含
ま
れ
、
理
論
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
位
論
文
に
ふ

さ
わ
し
い
独
自
性
も
兼
ね
備
え
た
レ
ベ
ル
の
高
い
論
文
で
あ
る
．

　
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
同
君
に
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学

位
を
授
与
す
る
の
を
適
当
と
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
平
成
三
年
七
月
十
九
日

　
主
査
　
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
法
学
博
士
　
松
本
　
三
郎

　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
俊
郎
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